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同日選挙・投票日は7月6日

日ココ
立
は票開

選挙はあなたが主役です〃

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
並
び
に
、
最
高

裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
と
、
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
（
選
挙
区
選
挙
”
旧
地

方
区
選
挙
と
、
比
例
代
表
選
挙
”
旧
全

国
区
選
挙
）
は
、
次
に
よ
り
行
な
わ
れ

ま
す
。

公
示
日
・
　
・
衆
議
院
議
員
総
選
挙

　
　
　
　
　
6
月
2
1
日

公
示
日
・
　
・
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　
　
　
　
．
6
月
1
8
日

　
衆
参
両
選
挙
の
投
票
日
は
、
七
月
六

日
（
日
曜
日
）
で
す
。

　
投
票
時
間
は
、
午
前
7
時
か
ら
午
後

6
時
ま
で
で
す
。

　
候
補
者
の
経
歴
、
政
見
が
書
か
れ
た

選
挙
公
報
や
、
投
票
所
入
場
券
は
、
投

票
日
の
前
日
ま
で
に
、
み
な
さ
ま
の
お

手
元
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

皿
ー
1
皿
ー
皿
し
翻
翻
欄
翻
　

　
　
　
O

Q

挙
人
名
簿
に
登
録
す
る
基
準
日
は
、

の
と
お
り
で
す
。

衆
議
院
選
挙
・
：
・
6
月
2
0
日

参
議
院
選
挙
：
：
6
月
1
7
日

次

　
　
昭
和
41
年
7
月
7
日
以
前
に
生
れ

　
た
か
た
。

二
　
昭
和
6
1
年
6
月
2
0
日
（
基
準
日
）

　
ま
で
に
、
引
続
き
3
ヵ
月
以
上
江
南

　
町
に
住
所
が
あ
る
か
た
。

三
　
江
南
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
、
昭

　
和
61
年
3
月
2
0
日
以
前
か
ら
記
録
さ

　
れ
て
い
る
か
た
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

町内の各投票所
投票区 投　　票　　所

第1投票区 集　出　荷　所　　　　　（成　　沢）

第2投票区
江南北小学校体育館内
　　　　　（三　　本）

第3投票区 板井研修センター内　　　　　（板　　井）

第4投票区 江南南小学校体育館内　　　　　（小江川）

第5投票区 坂上公民館内　　　　　（成沢坂上）

◆
な
お
、
江
南
町
に
転
入
し
て
、
3
ヵ

　
月
以
上
に
な
ら
な
い
選
挙
権
を
有
す

　
る
か
た
で
、
（
3
月
2
1
日
以
降
転
入
）

　
従
前
の
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登

　
録
さ
れ
て
い
れ
ば
、
従
前
の
住
所
地

　
の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。

　
　
ま
た
、
江
南
町
か
ら
転
出
し
た
か

　
た
で
（
3
月
6
日
以
降
転
出
）
、
転
出

　
先
の
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

　
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
江
南
町
の
従
前

　
の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。
、

は
、
6
月
1
8
日
（
参
）
と
2
1
日
（
衆
）

か
ら
7
月
5
日
ま
で
で
、
午
前
8
時
3
0

分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
で
す
。

　
選
挙
時
登
録
を
6
月
2
0
日
に
行
な
い

ま
す
が
、
今
回
新
し
く
登
録
さ
れ
る
べ
『

き
人
が
、
誤
り
な
く
登
録
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
、
み
な
さ
ま
に
見
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
行

な
い
ま
す
。

この一票
　くらしと政治に●

　　　　かける橋

　
こ
の
名
簿
の
縦
覧
期
間
は

6
月
21
日
か
ら
6
月
22
日
ま

で
の
2
日
間
、
朝
8
時
3
0
分

か
ら
午
後
5
時
ま
で
、
町
役

場
で
行
な
い
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
町
の
選
挙
管
理
委

員
会
に
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
投
票
日
の
当
日
、
や
む
を
得
な
い
用

事
の
た
め
、
投
票
所
に
行
け
な
い
か
た

の
た
め
、
例
外
と
し
て
、
投
票
日
前
に

投
票
で
き
る
不
在
者
投
票
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
宣
誓
書
に
理
由
を
書
き
、

印
か
ん
を
押
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
宣
誓
書
は
、
不
在
者
投
票
所
に
準
備

し
て
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
不
在
者
投
票
の
出
来
る
期
間

投
票
率
な
ど
を
約
二
時
間
お
き
に
、

災
無
線
で
放
送
す
る
予
定
で
す
。

　
開
票
速
報
は
、
衆
議
院
議
員
選
挙
だ

け
一
時
間
お
き
に
行
な
う
予
定
で
す
。

投
票
当
日
の
投
票
者
数
や

　
　
　
　
　
　
　
　
防
，

　
開
票
所
が
狭
い
た
め
、
開
票
の
参
観

人
数
を
十
名
程
度
に
制
限
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
参
観
人
の
決
定
は
、
先
着
順

と
し
、
開
票
所
の
入
口
で
参
観
券
を
お

わ
た
し
い
た
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
受

け
と
っ
た
後
に
会
場
へ
入
場
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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現
在
の
民
主
政
治
は
　
い
ま
さ
ら
申

し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
間
接
民
主
制

を
中
心
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
代
表

者
の
役
割
は
、
た
い
へ
ん
重
要
で
す
。

　
私
達
の
意
見
や
要
望
は
、
今
の
し
く

み
で
は
、
代
表
者
の
手
を
通
じ
な
い
か

ぎ
り
、
政
治
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
む

ず
か
し
い
か
ら
で
す
。

の
で

（2）（1）（3）（4）
　
こ
の
よ
う
に

て
い
た
だ
き
ま
す
。

最
初
に
衆
議
院
議
員
選
挙
の
投
票

次
に
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
国

民
審
査
の
投
票

次
に
、
参
議
院
議
貝
埼
玉
県
選
出

議
員
選
挙
の
投
票

次
に
、
参
議
院
議
員
比
例
代
表
選

挙
の
投
票

　
　
　
　
、
四
回
投
票
を
行
な
っ

　
私
達
は
主
権
者
で
、
国
の
政
治
の
主

人
公
で
す
が
、
原
則
と
し
て
、
選
挙
を

通
じ
て
し
か
、
国
政
に
参
加
で
き
ま
せ

ん
。　
こ
の
七
月
六
日
（
日
曜
日
）
に
行
な

わ
れ
ま
す
。
衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
、

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
を
通
じ
て
、
国

の
政
治
に
参
加
で
き
る
大
切
な
日
で
す
。

　
そ
し
て
、
私
達
の
代
表
者
と
し
て
、

適
任
者
が
選
ば
れ
ま
す
が
、
こ
の
代
表

者
は
、
一
人
で
も
多
く
の
支
持
に
よ
り

選
出
さ
れ
る
こ
と
が
一
番
望
ま
し
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
投
票
日
に
は
、
是
非
、
み
ん
な
そ
ろ

っ
て
投
票
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
の
選
挙
は
、
衆
参
両
議
員
の
選

挙
を
同
時
に
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す

　
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数

　
6
月
2
0
日
見
込
み
の
選
挙
人
名
簿
登

録
者
数
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

投票区名 男 女 計
‘
第
1
投 票区 575 623 1，198
第2投票区 743 745 1，488
第3投票区 606 674 1，280
第4投票区 825 834 1，659
第5投票区 853 802 1，655
合　　計 3，602 3，678 7，280

’》・よく確かめて

　　投票しましょう《《

　
7
月
6
日
に
行
な
わ
れ

る
選
挙
は
、
四
つ
の
投
票

を
行
な
い
ま
す
の
で
、
投

票
用
紙
を
よ
く
ご
覧
に
な

り
、
お
間
違
い
の
な
い
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
せ
っ
か
く
の
投
票
が
、

無
効
票
に
な
ら
な
い
よ
う

特
に
、
衆
議
院
と
参
議
院

の
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙

（
旧
地
方
区
）
の
候
補
者
名

を
取
り
違
い
ま
せ
ん
よ
う

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
投
票
用
紙
の
記
載
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
特
に
次
の
点
に
、
ご
配
慮
く
だ
さ

い
。●
衆
議
院
選
挙
と
参
議
院
選
挙
区
選
出

　
議
員
選
挙
（
旧
地
方
区
）
の
場
合

e
　
候
補
者
氏
名
は
、
欄
内
に
一
人
、

　
は
っ
き
り
書
い
て
く
だ
さ
い
。

e
　
候
補
者
で
な
い
者
の
氏
名
や
、
そ

　
の
他
の
こ
と
は
書
な
い
・
で
く
だ
さ
い
。

●
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
投
票
の
場
合

e
　
や
め
さ
せ
た
い
ど
思
う
裁
判
官
に

　
つ
い
て
は
、
投
票
用
紙
の
当
該
裁
判

　
官
に
対
す
る
記
載
欄
に
、
×
の
記
号

　
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

e
　
や
め
さ
せ
た
く
な
い
裁
判
官
に
つ

　
い
て
は
、
記
載
欄
に
何
も
記
入
し
な

　
い
で
く
だ
さ
い
．

●
参
議
院
議
員
比
例
代
表
選
挙
（
旧
全

（
♂
　
∩
。

　
国
区
）
の
場
合
は
、
政
党
名
を

e
　
こ
の
選
挙
は
五
十
八
年
に
全
国
区

　
制
が
改
正
さ
れ
、
現
在
の
比
例
代
表

　
制
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
投
票
の
記

　
載
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
候
補
者
個

　
人
に
投
票
す
る
の
で
は
な
く
、
政
党

　
に
投
票
い
た
し
ま
す
の
で
、
政
党
名

　
を
は
っ
き
り
記
載
し
て
く
だ
さ
匝
。

　
＝
羅
　
甲
聯
　
－

　
　
　
　
　
　
　
畿
　
　
ダ
ρ

　
前
回
行
な
わ
れ
ま
し
た
衆
議
院
議
員

通
常
選
挙
は
、
昭
和
五
十
八
年
十
二
月

十
八
日
の
大
変
寒
い
天
候
で
、
投
票
率

の
低
下
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
有
権

者
の
方
々
の
関
心
が
高
く
、
七
十
二
・

四
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
各
投
票
区
別
、
男
女
別
の
投
票
率
は

次
の
と
お
り
で
す
。

第
一
投
票
区
：
：
七
六
・
五
七
％

第
二
投
票
区
；
：
七
三
・
〇
一
％

第
三
投
票
区
：
：
七
二
・
八
二
％

第
四
投
票
区
：
：
七
三
・
七
三
％

第
五
投
票
区
：
：
六
六
・
九
二
％

　
平
均
男
女
別

男
：
：
七
四
・
四
八
％

女
：
：
七
〇
・
四
九
％

　
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場

　
衆
参
両
議
院
選
挙
が
始
ま
り
ま
す
と

町
内
三
十
八
個
所
に
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示

場
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
場
所
等
提
供
い

た
だ
き
、
ご
協
力
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
江
南
町
選
挙
管
理
委
員
会

「
　
当
憂
璽
罪
蚤
亜
璽
冨
監
憂
雪
8
蓼

　
　
初
め
て
弓
を
な
ら
う
と
き
弓
の

　
先
生
は
、
　
「
二
つ
の
矢
を
持
っ
て

　
は
い
け
ま
せ
ん
。
も
う
一
本
あ
る

、
か
ら
と
お
ろ
そ
か
に
な
り
ま
す
。

　
　
こ
の
一
本
の
矢
で
と
、
心
を
定

　
め
て
射
寿
さ
い
已
と
教
え
た
と
い

　
レ
つ
。撚撒撚

一本の矢
ま
た
の
機
会
が
あ

る
わ
い
…
…
と
お

ろ
そ
か
に
す
る
と

つ
い
に
機
会
を
の

が
し
て
し
ま
う
で

し
よ
う
。

（
つ
れ
づ
れ
草
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
．
．
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）
　
　
・
，
響

　
　
　
　
　
　
。
　
亀
．
．

　
　
z
　
　
　
鰭
が
イ
暫

　
　
　
　
　
　
‘
　
を
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　

　
　
　
　
　
　
疎
9
’
－
仏
，
．

　
　
　
　
　
脚
　
の

　
　
　
　
　
　
　
．
P
総

　
選
挙
を
正
し
く
、
良
い
政
治
を

と
、
一
本
の
矢
を
つ
が
え
て
、
一

本
だ
け
で
、
幸
福
の
マ
ト
を
射
落

し
た
い
も
の
で
す
。
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萎
保
健
婦
だ
よ
り
藝

　
今
回
は
、
三
歳
児
健
診
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　
昭
和
三
十
六
年
よ
り
、
母
子
保
健
法

に
基
づ
く
三
歳
児
健
康
診
査
が
、
毎
年

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
時
期
は

人
間
の
生
涯
で
心
身
の
発
達
、
成
長
が

非
常
に
め
ざ
ま
し
い
こ
と
と
、
ま
た
基

本
的
な
し
つ
け
や
日
常
生
活
上
の
訓
練

を
始
み
る
の
に
最
も
よ
い
時
期
で
も
あ

る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
六
十
一
年
度
よ
り
従
来
の
三
歳

児
健
診
に
、
尿
検
査
と
一
部
問
診
項
目

が
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
【
層
充

実
し
た
健
診
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
小
・
中
学
校
で
は
年
一
回
尿

検
査
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
同

じ
目
的
で
三
歳
児
健
診
に
お
い
て
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
尿
検
査
の
目
的
は
、
お
子
さ
ん
の
隠

れ
た
腎
臓
の
病
気
を
悪
化
す
る
前
に
早

く
発
見
し
、
早
期
治
療
を
目
的
と
し
て

お
り
ま
す
。

　
お
し
っ
こ
の
取
り
方
に
つ
い
て

正
常
な
お
子
さ
ん
で
も
、
お
し
っ
こ
の

取
り
方
や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
身
体
の
具

合
い
で
、
お
し
っ
こ
に
変
化
が
起
き
て

し
ま
い
ま
す
の
で
、
次
の
二
点
に
注
意

し
て
、
尿
検
査
を
受
け
て
下
さ
い
。

一
、
検
尿
に
影
響
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
　
ビ
タ
ミ
ン
C
を
含
ん
だ
薬
や
ジ
ュ

　
　
ー
ス
類
は
前
日
の
夕
食
後
よ
り
飲

　
食
さ
せ
な
い
で
下
さ
い
。

二
、
お
し
っ
こ
の
出
始
め
の
部
分
を
さ

　
　
け
、
中
ご
ろ
（
中
間
尿
）
の
お
し

　
　
っ
こ
を
と
っ
て
下
さ
い
。

　
江
南
町
で
は
、
三
歳
児
健
診
を
今
年

度
は
九
月
に
行
な
う
予
定
で
す
。

　
江
南
町
の
特
徴
は
、
受
診
率
が
他
市

町
村
よ
り
も
高
く
、
昭
和
59
年
度
で
は

熊
谷
保
健
所
管
内
で
第
一
位
（
受
診
率

八
十
六
・
六
％
）
で
し
た
。

　
町
民
の
皆
様
の
健
康
に
関
す
る
関
心

の
深
さ
の
現
わ
れ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
一
人
で
も
多
く
の
お
子
さ

ん
が
受
診
さ
れ
ま
す
よ
う
、
御
家
族
の

皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
の
健
診
対
象
児
は
、
五

十
七
年
九
月
，
一
日
か
ら
五
十
八
年
八
月

三
十
一
日
生
れ
の
方
で
す
。

　
健
診
対
象
児
の
方
に
は
、
後
日
、
役
・

場
よ
り
ハ
ガ
キ
等
で
通
知
致
し
ま
す
。

○
、
呂
）

〈
注
〉
「
S
」
マ
ー
ク
は
ω
①
ざ
芝
の
略
。
通
商
産
業
省
が
安
全
性
を
認
め
た
も
の
で
、
自
動

　
　
二
輪
用
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
こ
の
マ
ー
ク
を
付
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

6の轡
麟家膜轟鶴圖魏囎・バイク編

　バイクを運転中に交通事故で死亡した入の　』　　　　二輪乗車用ヘルメ

甥峯雰黛嘆元勾陛忘話な蕗　　　渚お器離麗豊労欝

こが撒ろ旨階繕嬰く瓢…辮，

　　　　　　　　　　　　工事用安全帽は、

ください。

かぶったり、目深にかぶらない。

）、危険なものの発見が遅れます。

は必ず、しっかりと締める。

めてないと、，事故のときヘルメ

しまい、頭を守れません。

ときは、必ずヘルメットをかぶ

ぜひ習慣にしてください。一

）■

》

ノ

ミ
ニ
バ
イ
ク
の

ノ
ー
ヘ
ル
も
違
反

　
七
月
五
日
か
ら
は
、
ミ
ニ
バ
イ
タ
や

オ
ー
ト
バ
イ
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら

ず
に
乗
っ
た
り
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ

ら
な
い
人
を
乗
せ
た
り
す
る
こ
と
は
違

反
に
な
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
違
反
点
数
が
一
点
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
二
輪
車
運
転
中
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
か
ぶ
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
頭

を
強
く
打
っ
て
死
亡
す
る
事
故
が
多
い

か
ら
で
す
。

　
ミ
ニ
バ
イ
ク
や
オ
ー
ト
バ
イ
に
乗
る

時
・
乗
せ
る
時
は
、
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
し
て
下
さ
い
。

一
一
一
一
≡
一
≡
≡
一
一
≡
一
一
≡
≡
一
一
≡
≡
一
…
＝
一
一
一
≡
＝
≡
一
一
一
≡
≡
一
一
≡
一
≡
一
一
≡

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
（
敬
称
略
・
（
　
）
内
保
護
者
）

　
　
　
　
〔
五
月
中
届
出
〕

樋
春

　
滝
田
洋
一
郎
　
　
長
男
（
光
太
郎
）

　
高
田
　
香
里
　
　
長
女
（
正
　
明
）

板
井

　
斉
藤
　
裕
理
　
　
長
女
（
知
）

押
切

　
神
田
　
将
宏
　
　
長
男
（
洋
　
三
）

塩　
中
島
　
利
文
　
　
二
男
（
清
）




